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１ はじめに 

中学校学習指導要領（平成２９年度告示）解説

数学編において，「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善（アクティブ・ラーニング

の視点に立った授業改善）を推進することが求め

られている．その中でも「深い学び」を実現させる

ためには，「数学的な見方・考え方（事象を数量や

図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理

的，統合的・発展的に考えること）」を働かせるこ

とが重要であると述べられている．これは子供た

ちがこれからの時代に求められる資質・能力を身

に付け，生涯にわたって能動的に学び続けること

が目的とされているからである．ここで大前提に

されていることは，この目的を達成する対象者は

一部の子供たちではなく，すべての子供たちとい

うことである． 

しかし，過去の自分の授業や指導を振り返った

時，これまでの指導方法で子供たち全員がもれな

く先の目的を達成することに私は限界を感じてい

た．その原因は主に２つで，時間の制約と，子供た

ちの多様な実態である．つまり，１時間に様々な

子供を教師一人で指導し切ることは困難である，

ということだ．だから，子供たち一人一人の実態

に合わせて自ら時間を効率的に使うことで，全員

が目的を達成できる指導方法を探った． 

そこで，先の目的を子供たち全員が自ら迫り，

単元もしくは単位時間の目標を達成していく指導

方法の１つとして「スクランブル学習」が有効で

はないかと考え，実践を試みることにした． 

 

２ 研究仮設 

岐阜県中学校数学教育研究会は，これまで研究

し続けてきたことを第９８回全国算数・数学教育 

 

研究（岐阜）大会（2016）の際に中学校全学年・全

単元・全単位時間の指導展開や板書計画等を収録

した「実践事例集」として創刊した．これは，県内

にあるすべての中学校に配布され，これを参考に

しながら実践を重ね，研究を続けている．そこで，

今回のスクランブル学習がより一般的に活用され

るために，この実践事例集に記されている指導展

開を例に提案させていただく． 

 学習者である子供たち全員が，単元もしくは単

位時間の目標を達成するために，意欲的に活動で

きる課題を設定し，「スクランブル学習」を実施し，

子供たち自身が学習の評価と振り返る指導を教師

が行う．そうすれば，能動的に学び続ける子供た

ちが育成でき，深い学びを実現できると仮説を立

てた． 

 そこで，次のような研究内容で研究を進めるこ

とにした． 

 

〔研究内容〕 

（１）「スクランブル学習」の在り方 

（２）「スクランブル学習」を位置付けた実践 

① 単元全体における単位時間の役割 

② 単位時間における教師の手立て 

 

３ 研究内容 

（１）「スクランブル学習」の在り方 

 「スクランブル学習」とは，「学習者全員が自身

の実態に合わせて自由に活動することでその学び

を保証し，学習目標に向かって集団で達成を目指

す教授法」（参考文献［２］を参考に考案）と定義

する．その学習の中では，一人で考える生徒，仲間

と考える生徒，答え合わせをする生徒等，それぞ

れの活動が入り混じって授業が展開する．しかし，

能動的に学び続けるためのスクランブル学習 
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重要なことはその形態ではなく，生徒全員が目標

達成に向かって主体的に活動することである．こ

のスクランブル学習は，私が過去に実施してきた

指導方法よりも有効であると考えている．私が過

去に用いた指導方法を，一斉学習とグループ学習

の２つとする．そこで，先に述べた子供たち全員

がもれなく目的を達成することの限界と感じた２

つの主な原因を元に，この２つの指導方法の課題

点を挙げさせていただき，その中で今回提案する

「スクランブル学習」の利点を述べる． 

 先に，私の言う過去の２つの指導方法について

確認をする．まず一斉学習とは，教師対生徒全員

という形態で学習を展開する指導方法である．次

にグループ学習とは，二人，三人と人数を固定し

た小集団が作られた形態で学習を展開する指導方

法である． 

 第一に，時間の制約についてである．一斉学習

では，教師が生徒全員を同じ進路で動かしていく

ために，どうしても全体を時間で区切って指導を

展開する必要がある（一人の教師が一人一人に個

人的に教えていては時間が足りないことは明白で

ある）．例えば，最初に提示された問題に対して生

徒が一人で考える（個人追究）時間を設定する．実

際には，「まず５分間，自分で問題に取り組んでみ

よう．」と教師から時間を区切る指示を出す．その

５分間の生徒の様子はどうだろうか．５分間懸命

に考えることが全員にできれば有意義な時間であ

ろう．しかし，既に最初の数分で解決してしまっ

た生徒，明らかに一人で考えるに限界があり何も

進められないまま時間を潰す生徒等がいる．個人

追究後は全体で意見を交流する場を設定し，生徒

に自分の考えを発表させたり，黒板に複数の生徒

の考えを書かせ全員で意見を出し合ったりして，

教師を中心とした指導（全体交流）が展開されて

いく．このような交流は，学習達成段階をＡ（十分

に達成できる）・Ｂ（達成できる）・Ｃ（支援されて

達成できる，もしくは支援されても達成が困難）

として生徒を分けたときに，どの段階に合わせて

交流が行われるだろうか．Ａに合わせたら，それ

についていけない生徒が続出する．Ｃに合わせた

ら多くの生徒が活動を持て余す．時間が限られて

いるのが授業であるため，必然的にＢに合わせら

れることが多いわけだが，当然ＡとＣの生徒との

差は顕著に出てくる．このような差はグループ学

習にも同様な様子が見られ，１つの問題を解決す

るために必要な時間は各グループによって異なる

が，全体の進路具合によってその活動を時間で区

切られる．この状況で果たして，教師によって区

切られた時間が生徒たち全員にとって有効な時間

となっているだろうか． 

 第二に，子供たちの多様な実態についてである．

一斉学習で行われる全体交流は，特定の生徒の考

えについて色々な意見が交わされる．教師が思い

描く考えが出るまで生徒に説明させ，「分かりまし

たか」の確認の問い返しに「はい」と答えてまとめ

る．先に述べた通り，学級の中には様々な学習達

成段階にいる生徒たちがいる．Ａの生徒は「そん

なこと分かっているけど」，Ｃの生徒は「…．とり

あえず，まとめをノートに書いておこう」．これら

は極端な例かもしれないが，意外と生徒たち自身

も全体に合わせるしかない授業になってしまって

いることは多かったように思う．また，教え合い

が行われるようにグループで交流する生徒の組合

せは教師が意図的に作ることが多い．そこでも当

然ではあるが，交流する小集団に様々な様子が出

てくる．すでに個々で問題を解決し終わり交流は

必要ないという雰囲気になっている小集団．教え

る側として仕組んだ生徒が，見当違いな考えをも

ち出し交流が混乱している小集団．人間関係が良

くなく，素直に聞けなかったり丁寧に教えられな

かったりして交流が深まらない小集団．必ずしも，

同じ活動をする小集団が同じ問題意識をもってい

たり課題解決のための需要と供給が一致していた

りするわけではない．この状況で果たして，生徒

全員にとって有意義な交流になっているだろうか． 

つまり，限られた時間の中で生徒一人ひとりの
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実態が異なるにも関わらず，時間や仲間をある一

定の基準で区切ったり固定したりして活動させる

ような指導方法は生徒たち全員に充実した活動を

保証しているとは言えない，ということである．

結果，そのような活動の積み重ねが生徒の解決に

向かう意欲を低下させることにもつながるとも考

えられる． 

そこで，私が提案するスクランブル学習は，先

に述べた課題の２点を改善し，生徒たち全員が目

標達成のために能動的に活動すると考える．まず

は，そのスクランブル学習の主な展開を説明しな

がら利点を述べたい． 

導入の生徒への問題提示から課題化までは過去

と同じである．ここで言う課題化とは，本時解決

しなければならない課題を具体的な言葉にする活

動のことである．その後は，終末の評価問題と振

り返りを行うまでを以下の通りに活動し，過去の

指導方法の様に細かい時間や特定の仲間で区切ら

ない形態で進める． 

（ア）一人で考える 

 

（イ）答え合わせをする 

 

 

（ウ）解決したら自分のプレートを動かす 

 

（エ）仲間と交流する 

 

（オ）新たな問題に取り組む 

 

教壇に答えを設置 

別の問題

を用意し

ておく 



4 

 

（ア～オ）それぞれの活動を行う 

 

（a）（ア）（イ）について 

 過去の指導方法と同様，まず自分で問題と向き

合う機会は一人一人に設定する．しかし前述して

いる通り，解く速さは生徒によってバラバラであ

るから，全体で時間を区切らず自分のできたタイ

ミングで教室の前に置いてある解答で答え合わせ

を行う．さらに生徒には，解き切ってなくても答

えを確認してもよいことにしている．分からない

問題をいつまでも考える時間より，解答を確認し

てそこから理解する学習も有効であると考えたか

らである． 

（b）（ウ）（エ）について 

 答えが合っていたり理解できたりしたら自分の

名前が書いてあるプレートを解決したことが分か

る場所に移動させる．それぞれの学習を進めてい

るため，誰がどの段階を達成しているかはプレー

トの様子で教師も生徒たち自身も把握する．この

プレートの様子により，解決した生徒がまだ分か

っていない生徒に寄り添ったり，分からない生徒

がすでに解決した生徒に自ら聞いたりする．スク

ランブル学習中は学習者の立ち歩きを自由とする．

生徒は，自分や仲間の問題をより効率よく解決す

るために自分で自由に仲間を選択する．５０分の

授業の中で，生徒たち全員の底上げは教師一人で

は限界がある．一方，生徒同士の説明は教師のそ

れより劣るかもしれないが，生徒同士の感覚や言

葉で分かり合えることも多く，限られた時間と生

徒数を考えれば教師が一人で解決しようとする問

題を圧倒的に効率良く多くの生徒を救うことがで

きる． 

（c）（オ）について 

 （エ）の活動を通して，Ａの生徒がＣの生徒に教

えたり説明したりして，自分の言葉で思考をアウ

トプットすることは学力向上につながる．それ以

外にも，新たな問題や発展的な問題にも取り組め

るようにしておく．Ｃの生徒にとって最低限の問

題を解決することで力を付けていきたいし，Ａの

生徒にとってもさらにレベルの高い力をつけさせ

たい．どのレベルの生徒にも限られた時間を有効

に使えるように環境を整えておくことが大切であ

る． 

ここでスクランブル学習を展開していく上で大

切なことは，生徒たちに集団としての課題意識を

もたせることである．一人で問題を解決できる生

徒が自分の学習だけを進めていくだけでは交流は

生まれない．だから学級には，スクランブル学習

を行う際には常に「全員達成」を授業の目標とし

て目指させる．その語りを教師が行う．そして，導

入に提示した問題を全員が解けるようにすること

はもちろん，毎回授業の終末には評価問題プリン

トを行い，そこで出題された本時の類似問題を全

員が正解できるようにする．スクランブル学習中

に取り組んだ問題の答えが合っていればよいだけ

では終末の評価問題は答えられない．どの生徒も

本当の理解を得るために，スクランブル学習の中

でどんな交流ができればよいかを生徒自身がより

考えて活動するように指導していく． 

（カ）終末の評価問題 

 

（イ）（ウ） 

（ア）（オ） 

（エ） 
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（d）（カ）について 

 そして，本当に全員達成に至ったかを終末の評

価問題で確かめる．５分間問題に取り組んだ後，

隣同士で答え合わせを行い，全員が評価問題を達

成できたか挙手をして確認する．挙手させること

で学級の達成具合を生徒に確認させる．この活動

を繰り返していくと，答え合わせの際や授業後の

休み時間に達成できなかった生徒に寄り添い説明

したり自分で聞いたりする姿が見られようになる．

これは，学級の集団としての教育効果である． 

 

 以上のスクランブル学習を実施する上での教師

の手立ては以下のようにあると考える． 

（ⅰ）スクランブル学習実施前の教師の手立て 

 ここまでスクランブル学習の展開や利点を述べ

てきたが，私自身，全単位時間に実施しているわ

けではない．この指導方法は，活動を生徒たちに

任せるところから始まる．しかし，生徒たちも何

もないところからは何も活動することはできない．

新たな問題を解決するときに，そこには既習学習

が必ずある．その既習学習を用いて問題を紐解い

ていくのである．過去にそのような使える知識な

り理解なりがないと，自分たちで活動を進めてい

くことはできない．そこで，各単位時間の役割を

「知識・理解」を習得する授業，「技能」を習得す

る授業，「見方・考え方」を習得する授業と分けて

考えたときに，私は主に「技能」や「見方・考え方」

を習得する授業でクランブル学習を実施している．

特に数学は，体系的に新たな学習に取り組んでい

く教科である．その教科の特性を活用しながら，

スクランブル学習を仕組んでいく．だから，スク

ランブル学習を実施する際は単元を見通し単位時

間の役割を明確にすることを意識する． 

 また，実施する際は先に述べた通り「全員達成」

を目指す良さや教科担任の学級や集団に対する願

いを語る．実はこれが一番大切であり，この語り

こそがこれから生きていく生徒を育てていく土台

となると私は考えている．この語りは，４月のオ

リエンテーションのときのみだけでなく，常々語

っていく必要がある．そうするころで，生徒たち

も自分たちでどんな学習集団になりたいかを語り

だす． 

 そして，スクランブル学習に突入する前の課題

をいかにその単位時間を貫くものにできるかであ

る．一時間の中に，色々な種類の問題を解決して

いく単位時間もある．しかし，課題がぶつ切りで

は生徒たちは長い時間を思い切って活動できない．

見た目は異なる問題でも，共通して活用する技能

や見方・考え方がある．そして，その貫く課題こそ

その単位時間に習得させたい深い学びなのである．

だから，スクランブル学習で行われる活動の必然

性や能動性は課題にあると覚悟して授業を組み立

ていく． 

（ⅱ）スクランブル学習実施中の教師の手立て 

 まず，必要以上に教師が生徒の考える機会を奪

わない，つまり色々与えすぎないということであ

る．我々教師はどうしても教えることが好きであ

ることを，良い意味で自覚しなければならないと

感じている． 

 そして，いざスクランブル学習が始まったら，

生徒たちや全体の様子を見て教師も生徒と対話を

することが大切である．つまり，生徒たちのノー

トや会話から実態に合わせて，先の様に必要最低

限の情報を与えるということである．要は，発問

である．「どうしてこうなったの？」と根拠を述べ

させたり，「他の値では考えられないかな？」とい

う発展性や「共通して言えることは何かな？」と
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いう統合性を考えさせたりする．また，全く問題

に手がつけられない生徒には「前に似たような問

題はなかったかな？」や「前学年でこんな学習し

たことを覚えているかな？」と既習事項を想起さ

せる問いかけをする．そんな対話を行うことで，

教師も「全員達成」への協力者として取り組むこ

とが大切である． 

 そして，時には生徒たちの活動を一旦止めて全

体指導を短く行うことも考える．例えば，解決の

見通しが全体的にもてていない雰囲気があるとき

や，新たな知識を確認したいときである．ここで

のポイントは“短く”である．教師はなるべく生徒

の活動の時間を区切ってはいけないし奪ってはい

けない．そうなってしまうと，生徒たちの学習意

欲はどんどん失われていくからである． 

（ⅲ）スクランブル学習実施後の教師の手立て 

 終末には評価問題に取り組むわけだから，評価

問題そのものの解説も必要だろう．だがそれ以上

に，「全員達成」に向けて集団としてどう活動でき

たかという客観的な評価が必要だと考える．それ

に向かって生徒たちは頑張ったはずであり，そう

いう理想を語った者としても話が必要である． 

 あとは，評価問題を踏まえた補修的な指導を行

う．先に述べられた通り授業は時間が限られてい

る．故に，その授業の時間だけで指導しきれなか

った実態は把握する必要がある．把握したことに

ついては，個人的に授業外に声をかけたり，次の

授業の最初に全体で復習しておさえたりする指導

を行う． 

 

（２）「スクランブル学習」を位置付けた実践 

 上述したスクランブル学習の有効点とその在り

方から，実践事例集を参考に，第３学年の単元「三

平方の定理～平面における線分の長さ～」におい

て実践を行った． 

① 単元全体における単位時間の役割 

 本単元では主に平面図形や空間図形の中に直角

三角形を見いだすといった数学的な見方や考え方

を働かせて問題解決をしていく．この数学的な見

方や考え方を働かせるために，単元全体における

単位時間を明確にする必要がある．どの単位時間

でどのような数学的な活動(スクランブル学習を

含む)を行うとよいかを明確にした．  

② 単位時間における教師の手立て 

 スクランブル学習は生徒たち全員が課題解決す

るという目的のために行う．故に，何を解決すれ

ばよいのか，そのために何が既習事項なのかとい

った生徒が思考するために必要な足場をそろえる

必要がある．そこで，「そろえる必要がある足場」

と「教師が教えることと生徒が考えること」を明

確にして実践を行った． 

 

４ 実践と考察 

 具体的な実践は，第３学年「三平方の定理」で５

／１２時間目で行った． 

【研究内容(２)―① 単元全体における単位時間の役割】 

 単元の全時間でスクランブル学習を行う訳では

なく，その単元における単位時間の役割に合わせ

てスクランブル学習を仕組んでいく．特に，既習

事項を活用して新たな問題を解決したり性質を見

出したりする授業に適していると考える． 

 本時の学習は，問題の図形の中に補助線を引く

ことで直角三角形を見出し，前時までに学習して

きた三平方の定理を用いて値を求める内容である．

故に，生徒たちは既習事項を使って問題を解いて

いくスクランブル学習を行うことができると判断

した． 

【研究内容(２)―② 単位時間における教師の手立て】 

（ⅰ）そろえる必要がある足場 

 まず，学習者全員が共通の課題を明確にもつこ

とが大切である．本時でいうと「三角形の面積を

求めたいのに高さが分からないけど，どうしたら

よいだろうか」という疑問をしっかりもたなけれ

ば，その後の足場の必然性がなくなってしまう． 

そこで，補助線を活用したら直角三角形がつくり

だせ，三平方の定理により長さが求められそうだ， 
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生徒に感想で書かせたい内容 

評価問題として取り組む 
本時のねらい 

教師の主な問いかけ・発問 
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という解決の見通しをどの生徒にももたせる．そ

れが本時のそろった足場となる． 

（ⅱ）教師が教えることと生徒が考えること 

 スクランブル学習の中で教師が行うべきことは，

生徒たちがどんな数学的な見方・考え方を働かせ

るべきか，あるいは働かせているかの見届けと指

導である．本時でいう〈数学的な見方・考え方〉

は，実践事例集の中にある評価規準に明記されて

いる．特に「求めたい線分の長さの所で直角三角

形を見いだすように」補助線を引くことが大切で

ある．だから，机間指導の中では「どこの長さが分

かれば面積を求められそうかな」や「なんでそこ

に補助線を引いたの」等，本時の数学的な見方・考

え方に迫る発問をすることにより，生徒たちが何

を働かせて活動したかを明らかにすることになり，

それが教師の考えさせたい・気付かせたいことに

なる． 

 

以上の視点で指導を行った結果，終末の評価問

題満点率８８％(２２人／２５人)であった（資料

１を参照）．誤答の３人は，平方根の変換ミス２人，

表記ミス１人であったので，教師のおさえること

としては本時の学習に着手しつつ，これまでの基

本的な平方根の計算を振り返りながら授業展開す

る必要があると考察した．また，ほとんどの生徒

は以下のような感想を記入していた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習得したい数学的な見方・考え方を感想に記入で

きていることから，本時の深い学びを実現できて

いると言えるであろう． 

５ 成果と課題 

 ３年生で４月（上のグラフ）と１１月（下のグラ

フ）に数学の授業についてアンケートを行った． 

【数学の授業は楽しいですか】 

 

【数学の授業は分かりますか】 

 

※どちらの質問も「そう思う」「どちらでもない」

「そう思わない」の３択から「そう思う」と答えた

生徒たちの割合である． 

 

 “能動的”とは，“自ら他に積極的に働きかける

さま”である．数学の授業に対して「楽しい」「分

かる」という感情は，能動的に活動することの心

理的要因になっていることは間違いなく，このア

ンケートからその成果が読み取れる．また，スク

ランブル学習について具体的に以下のような感想

を生徒から得ている． 

 

〇分からない問題があったときに仲間同士で考え

て答えを見つけられるのがよい． 

〇プレートで誰が出来ていて，誰が未解決なのか

が分かりやすい． 

〇相手に教えることでより理解できる． 

〇先生より友達の方が気楽に聞けるし，分からな

いことを言いやすい． 

〇仲間と一緒にああでもないこうでもないと解い

ていけるのが良い． 

〇先生が分からない人に一人ひとり教えるより効

率が良い． 

〇問題をたくさん解くことができる． 

△もう少し先生に前で説明して欲しい． 

59%

33%

85%

44%
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 スクランブル学習は一見すると自由な活動に見

えるが，生徒たちはそれぞれ明確な目標もって活

動をしている．逆に，一斉やグループ学習は規律

が整っているように見えて，生徒たち全員の思考

が有効に働いているかと言われるとそうでもない

ことが多い．本時のような，数学的な見方・考え方

を働かせつつ，生徒たちが能動的に活動し，全員

が目標を達成することをねらいとしたとき，スク

ランブル学習はそれを実現するのに適していると

考える．今後は教師の出場をさらに明確にしてい

き，生徒たち全員が力をつけていく授業展開を確

立させていきたい． 

 

６ おわりに 

今回，このようなスクランブル学習といった学

習指導法を考えたのは，教材研究を行い，単元や

単位時間を通して子どもたちにどのような力を付

けるのかといったねらいを明確にできたからだと

考えている．しかし，教材研究をするといっても，

その教材観が正しいのか，目指していることが正

しいのかと，自分の教材研究について確かな自信

をもつことは難しい．このとき，岐阜県中学校数

学教育研究会は，これまで研究し続けてきたこと

を第９８回全国算数・数学教育研究（岐阜）大会

（2016）の際に中学校全学年・全単元・全単位時間

を収録した「実践事例集」として創刊した．これ

は，県内にあるすべての中学校に配布され，それ

を参考にしながら実践を重ね，研究を続けている．

今回の実践もこの実践事例集を参考にした．そし

て子どもに身に付けたい力を明確にし，そして本

校の実態に応じたスクランブル学習を考えたので

ある．この学習指導法がすべての単位時間におい

て適しているとは考えないが，この実践を通して

得た成果と課題をもとに，教材研究を重ね，さら

なる学習指導法を考え，模索し実践し続けていき

たい． 
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〈資料１〉実践に使った終末の評価問題 

 


